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Our Future,Take one step
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東邦アセチレン GROUP VISION

持続可能な未来志向で
事業活動を通じて社会から必要とされる

「東北発のきらりと光る企業」を目指します。

中期経営計画 (2026-2028)
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前中期経営計画
(2022‐2025 年度 ) の振り返り
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1.

中期経営計画 (2026-2028)



前中期経営計画では、既存事業の強化および事業領域の拡大に取り組み、水素製造設備の新設やエスプーマ事業の
販路拡大、新商材への展開などにより、事業基盤の強化は着実に進展。
一方で、原燃料・資材価格の高騰に伴う修繕費の増加や、物流費・人件費の上昇等の影響により、定量目標は未達。
これらの課題を踏まえ、新中期経営計画では、収益力の強化とコスト構造の最適化を推進する。
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中期経営計画 (2026-2028)
ー業績ハイライトー前中期経営計画（2022‐2025 年度）の振り返り



前中期経営計画（2022‐2025 年度）の振り返り ーセグメント別業績ー
中期経営計画 (2026-2028)
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中期経営計画 (2026-2028)前中期経営計画（2022‐2025 年度）の振り返り ー各種施策ー
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中期経営計画 (2026-2028)前中期経営計画（2022‐2025 年度）の振り返り ー各種施策ー
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ー各種施策ー前中期経営計画（2022‐2025 年度）の振り返り 中期経営計画 (2026-2028)



新中期経営計画
（2026‐2028 年度）の位置づけ

2.

次なる飛躍に向けた実行フェーズ
Powering the Next Leap

中期経営計画 (2026-2028)
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中期経営計画 (2026-2028)新中期経営計画（2026‐2028 年度）の位置づけ



3.
新中期経営計画（2026‐2028 年度）
① 基盤事業と成長事業の強化

中期経営計画 (2026-2028)

11

Powering the Next Leap
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中期経営計画 (2026-2028)①‐1　基盤事業と成長事業の強化 ー事業戦略分類による位置づけー

基盤事業で創出したキャッシュを成長事業へ戦略的に配分するとともに、事業領域の拡大および新規事業の開拓を
通じて収益化モデルを確立し、持続的な成長につなげる。

■事業ポートフォリオ戦略と成長モデル



基盤事業強化と成長事業拡大を両輪に、2028 年度営業利益 24億円を目指す。
（2027 年度は多賀城工場の大規模定期修繕を実施予定）
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中期経営計画 (2026-2028)①‐2　基盤事業と成長事業の強化 ー数値目標ー



①‐3　基盤事業と成長事業の強化 ーセグメント別目標ー
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中期経営計画 (2026-2028)



中期経営計画 (2026-2028)①‐4　基盤事業と成長事業の強化 ー収益性目標ー
（営業利益率の改善）
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製造・物流効率化、高付加価値領域への経営資源シフトを進めることで、営業利益率の改善を実現する。
（2027 年度は多賀城工場の大規模定期修繕を実施予定）
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中期経営計画 (2026-2028)①‐5　基盤事業と成長事業の強化 ー事業戦略ー
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中期経営計画 (2026-2028)①‐5　基盤事業と成長事業の強化 ー事業戦略ー
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中期経営計画 (2026-2028)①‐5　基盤事業と成長事業の強化 ー事業戦略ー

災害時においても施設の機能を維持できる
「LPガス災害バルク」
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中期経営計画 (2026-2028)①‐5　基盤事業と成長事業の強化 ー事業戦略ー
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中期経営計画 (2026-2028)①‐5　基盤事業と成長事業の強化 ー事業戦略ー

東京支社デモキッチン
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中期経営計画 (2026-2028)
ー事業戦略ー

ものづくりの現場で使用される溶接材料

鉄骨溶接ロボット

①‐5　基盤事業と成長事業の強化
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中期経営計画 (2026-2028)①‐5　基盤事業と成長事業の強化 ー事業戦略ー

扱いやすさと溶接性を両立した溶接ロボット
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中期経営計画 (2026-2028)①‐5　基盤事業と成長事業の強化 ー事業戦略ー

自然環境に配慮した製氷機

外気温に左右されずに雪を製造するスノーマシーン



3.

中期経営計画 (2026-2028)
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新中期経営計画（2026‐2028 年度）
② 資本コストや株価を意識した経営の実現

Powering the Next Leap



中期経営計画 (2026-2028)
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②‐1　資本コストや株価を意識した経営の実現 ー資本効率の向上ー
（ROE目標）

当社は ROE を重要指標と位置付けているが、本中計期間は大型設備投資や供給インフラ強化等の成長投資を
優先するため、ROEは 7.6％までの改善にとどまる見込み。
これらの取り組みにより収益力と資産効率を高め、中長期的に ROE8.0% の達成と持続的な企業価値向上を目指す。



②‐2　資本コストや株価を意識した経営の実現 ーキャッシュ・アロケーション計画ー
中期経営計画 (2026-2028)
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基盤事業および成長事業の強化によりキャッシュ創出力を高め、安定的な株主還元、成長分野への設備投資と
基盤事業の維持・強化に向けた保全投資へ適切に配分する。



②‐3　資本コストや株価を意識した経営の実現 ー株主配当政策ー
中期経営計画 (2026-2028)
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配当性向は40%を目安とし、将来の事業拡大や基盤強化、設備投資等に備えた内部留保とのバランスを勘案しつつ、
継続的かつ機動的な配当を実施する。



グローバルサイト（24年4月公開）  

2025年度
東邦アセチレンレポート

日本語サイト（22年4月公開）  

中期経営計画 (2026-2028)②‐4　資本コストや株価を意識した経営の実現
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広報・IR 活動の強化
・市場における当社認知度の向上
・中長期的に当社グループをご支援いただける投資家との関係の強化

など

ー広報・IR 活動の強化ー



3.

中期経営計画 (2026-2028)
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新中期経営計画（2026‐2028 年度）
③ 持続的成長の推進

Powering the Next Leap



「既存事業強化」「環境対応」「新領域創出」

技術・研究開発　基本方針

技術・研究開発　基本戦略

ガスアプリケーション開発 温室効果ガス排出削減 事業領域拡大
顧客用途別の最適ガス利用技術の開発

食品包装用ガス利用技術の開発

省エネプロセスの研究

低環境負荷型技術の開発

エスプーマ用ガス・食材の開発、新用途提案

電池材料等新用途への適用

既存事業強化 環境対応 新領域創出
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③-1 持続的成長の推進 中期経営計画 (2026-2028)

を軸に、付加価値の最大化を推進

ー技術・研究開発戦略ー



ー人的資本経営の推進ー

人的資本経営　基本方針

人材確保 ダイバーシティ・人材育成
新卒採用を基盤としつつ、技術・保安・設備系の
中途採用を継続強化

専門分野については経験者採用を実施

育休職場応援手当制度、時間単位年次有給休暇制度の導入

育児休業取得・復帰支援

次世代女性管理職候補者の育成

経験と役割付与を通じた女性管理職の育成
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中期経営計画 (2026-2028)

従業員が活き活きと働くことができる職場環境の整備

ワークライフバランス

管理職候補者としての「育成設計」を明確化

キャリアプラン（選抜型研修の実施）

ハラスメント防止の取り組み（継続実施）

従業員エンゲージメントの向上
（エンゲージメント調査に基づく実態把握・改善）

1

2

3

4

5

③-2 持続的成長の推進



3.

中期経営計画 (2026-2028)
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新中期経営計画（2026‐2028 年度）
④ CSRマネジメントの推進

Powering the Next Leap



新中期経営計画（2026‐2028 年度）の策定に合わせ、新たにＣＳＲ重要課題（マテリアリティ）
とＫＰＩ（重要管理指標）を定め、ＣＳＲ活動の中期的な目標を設定

社会課題への
取り組み事業収益の向上

・カーボンニュートラル社会の実現

・従業員が活き活きと働くことが
　できる職場環境の整備
・透明性の高い経営の実現

基盤事業と成長事業の強化

中期経営計画 (2026-2028)
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④ CSR マネジメントの推進 ー基本方針ー

CSRマネジメント=事業活動の基盤

To 2028

東邦アセチレン
　グループの
　　持続的な成長



中期経営計画 (2026-2028)
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④ CSR マネジメントの推進 ーCSR重要課題 (2026‐2028 年度 ) ー

カーボンニュートラル社会の実現E 環境



中期経営計画 (2026-2028)
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ー CSR重要課題 (2026‐2028 年度 ) ー④ CSR マネジメントの推進

従業員が活き活きと働くことができる職場環境の整備S 社会



中期経営計画 (2026-2028)
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ー CSR重要課題 (2026‐2028 年度 ) ー④ CSR マネジメントの推進

透明性の高い経営の実現G ガバナンス



東邦北海道株式会社

エネックスジャパン株式会社

カガク興商株式会社

東邦福島株式会社

株式会社タガワ東ホー株式会社

東邦新潟株式会社

株式会社東酸

山形酸素株式会社

荘内ガス株式会社

太平熔材株式会社

東邦岩手株式会社
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グループ一丸となって企業価値向上を目指す 中期経営計画 (2026-2028)

朝日産業株式会社

-東邦アセチレングループ -



 〔将来の見通しに関する注意事項〕 本資料における当社の今後の計画や見通しは、当社が開示時点で合
理的であると判断する一定の条件に基づいており、実際の業績は計画と異なる可能性があります。  


